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入などなドY饉
平成23年 4月 力`ら、前任者高橋憲二教授の

学長を務めることとなりました。任期二年の在任嗅

いいたします。

平成23年度と24年度は、公立大学法人島根県立大学に1ちを基番舞事詰峯

島根県立大学短期大学部
副学長

山 下 由紀恵

画6年間の最後の5年 目6年 目にあたり、次の中期計画に向けた、いわば転換

期、踊り場のような段階にあたります。この二年の在任中には、過去の松江キャ

ンパスの実績について、十分に自己点検・自己評価を重ねて皆で共通認識を持

ち、さらに地域貢献できるよう、広く地域の皆さんの声を聞きながら、次のス

テップについて□―ドマップを策定していきたいと考えています。平成23年度には、その自己点検のちょうど

よい機会として、島根県立大学短期大学部の「認証評価」が行われました。大学の自己点検・自己評価は、どのよ

うに行われるのか、すこしこ説明しましょう。

何でも「評価」流行りの昨今ですが、現在、全国の大学に「認証評価制度」が導入されています。「大学等の質

を保証する」、「評価結果が公表されることにより、大学等が社会による評価を受ける」、「評価結果を踏まえて

大学等が自ら改善を図る」等を目的に平成16年 4月 から導入された制度で、国公私の全ての大学、短期大学、

高等専門学校が、7年に一度、文部科学大臣の認証を受けた評価機関(認証評価機関)による評価 (認証評価)

を受けることになつています。評価の内容は、大学設置基準、短期大学設置基準に照らし合わせた、過去7年間

の大学の教育研究、組織運営および施設設備の総合的な適格性です。評価する側の委員は、全国から選ばれた

大学の現役教員等で、同じ立場の大学同士で見た客観的な評価が、認証評価基準を踏まえてシビアに行われ

ます。

評価対象期間の最後の一年は、大学の「自己点検評価報告書」の書類審査と実地調査に費やされます。書類

審査のための「自己点検評価報告書」は、6年目の最後に提出さねます。評価する側の委員メンバーは、当然、実

地調査までわかりません。実質5年間の実績と6年目の自己点検作業が、評価内容について最も重要な鍵を

握つているといえます。このキャンパス・三ュースが印刷される頃には、本学が評価を依頼した「(財)大学基準

協会」から評価結果が公表されていると思いますが、本学の場合は島根県立大学短期大学部になったのが平

成 19年度からですから、実質、平成 19年度から21年度までの3年間の活動実績が、間われることになつてい

ます。ここ2～3年間の他の公立短期大学への「(財)大学基準協会」の認証評価では、だいたい「助言」が平均し

て五つ程度、「長所」が一つないしは二つ程度、指摘されているようです。実地調査も終えた今、本学に対してど

のようなこ指摘こ提言があるかと、最終評価を静かに待つている状況です。同じ大学同士で見た時に、本学の

外から見た姿は果たしてどのように映つているのか、今後の礎としての貴重なこ意見が伺えるものと思いま

す。

今年度一年間の、認証評価機関との文書での質疑応答、大学の姿を自己点検。自己評価し、外部に対して客

観的な基準に基づき説明・報告するという作業そのものは、大変な労力を要する作業であつたというのが実感

ですが、10月に行われた実地調査では、こちらが資料で説明しつくせなかつた部分を、評価者が多く質疑応答

で解明してくださり、最後の回頭請評で「学生がすばらしい」といつてくださったことで、全ての労苦が報われた

思いでした。評価を受けるという作業の中で、自ら気づいた大学の問題点も多分にありましたが、まずは、地域

と一体化した本学独特の交流型教育の中で育ち、外部評価者に対して生き生きと大学生活を語つてくれた学

生たちに報いるためにも、今回の認証評価作業で浮かび上がってきた松江キャンパスの良質な教育の姿を、今

後はもつと積極的に「見える形」にして記録し、表現していかなければならないと考えています。平成24年 3月

の最終評価をもとに、松江キャンパスの現在までの客観的な姿について共通認識を固め、次の□一ドマップ策

定に向けた真摯な話し合いを開始したいと考えています。
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この講座は、『古事言ヨ』の出雲神話読話を再考・講読し、英語訳を試み、これ
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うの要望で、つらく厳ししヽ「ダイエット」事情に対して、健康栄

lッ トできないのか?」 「理想の身体とは何か?」 などの疑間に答

栽満酔いましたぜ=
そもそも、理想の身体とはどんな身体なのかに始まり、食事や運動も行うタイミングが大切で、身体のリズムに合わせ

た効果的な方法があること、注目されているダ

介しました。また、家でできるヘルシーメニュー

たしじみ汁、豚肉の□一ル照り焼き、もやしとJ
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待する感想を数多くいただきました。健康栄養講座は、地域の皆様の要望に応え、 ・ 1■|■|

■,要韓好2禦鋼嚇む引き続き開講す

―

奮

ATSul●AMPUSI■lwsl‐ 3■■



躙蟷蜀蝙鼈鍼踪

女曇義菫農it‐就任いたしました。島根県庁や旧温泉窪
=覆

場
1本キャン 蔽 患もとょり、島根県立大学の発展のたあ議

啓鑑 、柵

室長動
樋 野 輝 男

総合文化学科
講師

ヒの皆さんがいつもさわやかに挨拶をしてくれ

、東日本大震災後に行つた現地でのボランティ

いて0).4Ⅲ域蓮||よ :きき1地材を支える力で
あり、地域づくりの一翼を担らそいるものである.と共意しをし、ます:

私は、この大切な役害」を果たしている松江キャンパスの存在意義がさらに高まるよう、ささ

やかでも支える力になりたいと思つています。

総合文化学科に2011年 4月 に着任 しました、石井と申します。図

書館司書 図書館情報学に関する科目を担当しています。よろしくお

願いいたします。

専門は、図書館情報学および著作権法制度です。なかでも、著作権

の管理と利用について研究しています。図書館にどう関係するのか、

疑間に思われるかもしれません。誰かが書いた小説や詩などの著作

物は作者の財産であり、―定の期間であれば著作権を主張できるの

で、他者が好き勝手にその作品を利用することはできません。でも、一方では著作物は人類の

財産でもあり、人類が積み重ねている歴史そのものです。それらは利用されてこそ意味をも

ちます。著作物を利用して内容に触れることで、時空を越えて作者と出会い、知識を共有する

ことができるからです。その人類の財産と歴史を、責任を持つて収集、組織、保存して人々の利

用に資するのが図書館の役害」であり、そこでは著作権とのバランスが重要だと考えています。

出身は千葉です。幼少のころより関東で過こしていましたが、こ縁があつて松江に参りました。初めての土地に住むとしヽ

うのはとても刺激的です。さいきんでは、とくに人の縁は面白いと感じています。これまでにも転換点には出会いがあつた

と思います。学生のみなさんにも、人であれ本であれ、さまざまな出会いを大切にしてもらいたいと思います。

石 丼 大 輔

儡1薄●:大三奉豊議攀 総 含文イヒ学群 機傷 瘍贔

の伝統的な遊びであるコマやけん玉にも挑戦しました。次に、2人ずつペア

になって、総合文化学科 1年生の授業であるチュートリアルに参カロするため、

各ゼミを訪問しました。チュートリアルでは、各ゼミ独自の交流が行われ、英

語で自己紹介のあと、折り紙で鶴を折ってメッセージを書くゼミもありました。

午後からは、総合文化学科2年生10名 らと共に、松江市内観光に出かけました。松江城の天守閣まで登り、宍道湖の素

晴らしいallめ を楽しんだり、堀川めぐりを満喫したりしました。

この交流は、南ユタ大学の学生にとってはもちろん、本学の学生にとっても貴重な国際交流の場となり、お互いに忘れ

られない経験となりました。
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管理棟の入□正面の部屋で、平成23‐年度は、事務室長のもとに 管ヽ理課は 1ヽ課長、予算担当t研究費担当、職員関係事

務担当、授業料担当、1青報担当t施設 設備担当、認証評価担当、後援会担当の9人 (男4人、女5人)で仕事を受け持つて

います。     |  ‐ ‐

本学学生は、         |   ‐

機 本学からのメ下ルがt携帯に転送されない場合

◎ 授業料に関しての本目談がある時

③ 施設利用を申し込む時    |
鬱 クラブ助成に関する手続き      ― ‐

⑬ 自家用車等で通学する時
‐  ‐    ‐

などに訪ねてください。  |
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'教務学生課の主な業務はt各種証明書の発行、履修登録、入試事務、就職支援、保健室の運営、寮の食事等の管理な

ど、入学から就職:卒業まで、大学生活を送るうえで必要な事務全般を担当してし`汝すので、学生の皆さんは一度は来

られたことがあると思います。  ‐ ・  ‐

窓回業務は平日の8:30～ 17:30まで、昼休み時

間も交代で勤務しています:休日出勤していると、申

請等に来られる方もあり.ますが、土日祝は窓回はお

休みです。 |‐

所属の職員は男性3名、女性6名で、キャリアアドバ

イザーや寮の管理人も教務学生課に所属しています。

事務室職員に対して「杓子定規で冷たい」「怖い」と

いうイメ■ジを持たれる方もあるようですが、でき

るだけソフ トな対応を心がけておりますので、気軽

にお越しください。
|            ‐

かもしれませんが、その他にもけうこう仕事があり.ますのでそねらを少し

紹介します。       |    ‐    ■‐‐ ‐       ‐

日常業務としては、カウンタエ業務の他に「図書・雑誌」の登録・整理、「紀

要・逐次干」行物・郷土出版物」の収集 i管理、新聞記事(9紙 )の チエック、「他

大学1他図書館」との相互利用 (前年度、約300件 )等を行つています。

毎月 1回行つていることとしては、企画展示・司書のオススメ本・本学図書館関係新聞記事の更新です。それに伴う

IPの吏新●国書館で行うています9           ‐| ‐     ‐  |
今年度は、寄贈本が特に多く、すでに トータルで段ボール約30箱分の本を寄贈していただきました。それらも毎日

少しずつで|よありますが、処理をしているところです。

また、業務とは別に図書館の運営や予算について話し合う「メディア 図書館委員会」があり、そこでは紀要の発行

やこの松江キャンパスニュースの発行を行います。
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*予定変更の可能性もありますので事前にこ確認ください。

4月 4日 休)

平成24年度

入学式

5月 11日 (金 )

球技大会

7月 22日 (日 )

オープン

キヤンパス

∠fl?摺ξ研侶(帥

大学祭

11月 17日 (■ )

-11月 18日 (日 )

推薦入試

1月 26日 (■ )

一般入試
(総合文化Ⅱ)

3月 14日 体)

一般入試   卒業式
(健康栄養・保育・総合文化I)

2月 17日 (日 )

一般入試 (総合文化I)

6月 23日 (■ )

保育まつり 9月 29日 (■ )

ミニオープンキヤンパス

海外語学研修 守 谷 優 希 (総合文化学科 1年 )

私は、2011年の夏、サマープログラムに参加し、ワシントン州エレンズバーグにあ

る、セントラル・ワシントン大学に行きました。期間は約2週間で、その間、大学で英

語を教えていただいたり、エレンズバーグの街を観光したりしました。後半は乗馬や

マリナーズ観戦、シア トル観光などにも行き、八― ドなスケジュールではありました

が、とても貴重な体験をたくさんすることができました。英語を教えていただいた

N lini先生だけでなく、学生ボランティアの方や学長さんなど、現地の方がたとの交流もでき、とても有意義な研修でした。

初めは言語や文化の違いを不安に思つたりもしましたが、生活してみると毎日が充実していて、帰るのが惜しくなるほどで

した。母国とは違う文化、ネイティブの英語に触れられるまたとない機会ですので、興味のある方はぜひ参加してみてほしいと

思います。
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年1～2回の公演を目指して

活動しています

`平

成23年度

はクリスマス公演で、ちようと

巷しく胸|||ジ■ンとくる淡い初

恋物語|で した1経験者は数‐名

華道部音帳1長野友1美痴豪来豊亭莉羞あ

,生け機の作品を
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動 tl上 るの理難し,す0す||ま |た0■晩経つと花が動くのでt前1日に生けても次の自
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・美術部 美術部顧間 福 丼 ― 尊

美術部では、油絵の具や水彩絵

の具を用いた絵画作品や、焼き物

の制作に取り組んでいます。また

計 合層
 貫
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丁EL 0852-26-5525 FAX 0852-21-8150
発 行 :島根県立大学短期大学部松江キャンパス メディア 図書館委員会

1発行日 :2012年 3月 16日
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